
令和８年度  中１４ 練馬区立豊渓中学校 

学力の向上を図るための全体計画 

授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の

工夫と学びの支援 
教育課程編成上の工夫 

校内における研究や研

修の工夫 
評価活動の工夫 

家庭や地域社会との連

携の工夫 

・ＩＣＴ、タブレット端末を積極 

的に活用する。 

・実験や実習を多く取り入れ

た授業を展開し、学習意欲を

高める。 

・英語・数学で習熟度を考慮

した少人数指導を実施する。 

・全学年全校体制で夏季学

力補充教室を開設する。 

・放課後の自主学習教室（Ｋ

中ベーシック）や 11 月以降に

入試に向けた補習（Ｋ中ゼミ）

を行う。 

・生涯にわたる能動的な学び

に向け、他者との協働を取り

入れた授業を展開する。 

・行事の精選に努め、道

徳、総合的な学習の時

間を計画的に実施する。 

・教科において授業時間

を確保し、教科時数の確

実な実施と未履修内容

が生じないように十分に

注意する。 

・タブレット等のＩＣＴ活用

した授業づくりに向けて

授業研究を推進する。 

・課題改善カリキュラムの

活用と見直しを通じて、

指導課題の明確化と指

導方法の改善に努める。 

・小中一貫教育研究グ

ループの授業研究を通

じて、９年間を見据えた

指導の充実を図る。 

・各教科の評価規準を教

員間で公開し、観点別

評価から評定に至る総

括方法についての共通

理解を図り、評価に対す

る客観性、信頼性を高め

る。 

・生徒、保護者による授

業評価を行い、授業改

善に資する。 

・面談等を通して規則正し
い生活習慣や家庭学習の

定着を図る。 

・地域の活動にボランティア

として生徒を積極的に参加

させる。 

・NPO 法人や民間企業、Ｃ

Ｓ協議会と連携したキャリア

教育を推進する。 

(ライフプランニング等) 

・学校支援コーディネータ

ーの活用 

・コミュニティ・スクールとして

の取組 

 

 

学校教育目標 
人権尊重の精神を培い、国際的な視野をもち社会の変化に

主体的に対応することのできる資質を養う。また、生涯を通して

学び続けることのできる心身ともに健全で人間性豊かな生徒の

育成を目指す。この観点に立ち、次の目標を定める。 

「健康で心豊か、そしてよく学ぶ人」 

学校経営の基本方針 
１  生徒一人一人に寄り添った指導・支援を行い人権尊重、生命尊重の心

を育てる。 

２  ⅠＣＴ環境の活用、指導方法・体制を工夫・改善し、確かな学力の定着

と向上を目指す。 

３  コミュニティ・スクールとして家庭および地域社会と連携・協働した学校

づくりをする。 

４  教職員一人一人が研鑽に努め、生徒、教職員共に学ぶ組織力のある

集団を目指す。 

     本年度の取組目標 
１ 楽しい授業、タブレット、 ＩＣＴ機器を活用した指導、個に応じ

た指導を通して、学ぶ意欲をもたせる。 

２ 全教職員の共通理解、共通実践を図り、心身ともに健康な生

徒の育成を図る。 

３ 道徳教育、国際理解教育等、様々な体験を通して豊かな情操

を育む。 

４ 生徒会、学校行事等の活動を通して、生徒のよさを引き出す。 

５ 生徒が安心できる学校環境をつくる。 

６ コミュニティ・スクールとして、保護者や地域との連携を深めた

教育活動を推進する。 

７「豊渓中学校に入学して良かった。入学させて良かった。」と思え

る教育活動、指導を行う。 

東京都の教育目標 
・ 互いの人格を尊重し、思いや

りと規範意識のある人間 

・ 社会の一員として、社会に貢

献しようとする人間 

・ 自ら学び考え行動する、個性

と創造力豊かな人間 

練馬区教育・子育て大綱 
・夢や目標を持ち困難を乗り越

える力を備えた子どもたちの 

育成 

重点１ 教育の質の向上 

重点２ 家庭や地域と連携した

教育の推進 

重点３ 支援が必要な子どもた

ちへの取組の充実 

保護者・地域の願い 
・心身共に健康であること 

・確かな学力の定着 

・生きる力の育成 

・体験学習を通しての社会

性の育成 

・生涯学習の基盤づくり 

豊渓中学校における確かな学力 
本校では、学習指導要領に示された基礎的、基本的な

知識や技能を確実に身に付けさせる。 

 生徒一人一人の学習状況を的確に見定め、補充的な学

習や発展的な学習を取り入れ、個に応じた指導の充実を

図る。 

健康で規則正しい生活習慣 

基礎的基本的な学習 

・知識、技能・学ぶ意欲 

・思考力・判断力・表現力・学び方 

発展的な学習 

・課題発見能力 

・問題解決能力 

生きる力と確かな学力 

各教科指導の重点 
・学ぶことの楽しさや、充実

感を体感させ、主体的・対話

的で深い学びを実践する。 

・見学、調査、実習、課題解

決学習など多様な学習活動に

取り組ませる。 

総合的な学習の時間の重点 
・各教科、道徳などで学んだ

知識や情報を生きた知恵とし

て身に付けられるよう指導す

る。 

・自ら課題を見つけ、学び考

え、主体的に判断して問題を

解決する力を育み、自己の生

き方を探究させるとともに表

現力を育成する。 

キャリア教育の重点 
・ガイダンス機能を充実させ、

自己の適性を知り、学習に目標

がもてるように指導する。 

・ＮＰＯ法人、民間企業、Ｃ

Ｓ協議会と連携する。 

・社会の一員としての自覚をも

ち、正しい職業観を身に付ける

ように職業調べを実施し、将来

における夢や目標をもたせる。 

道徳教育との関連 
・学ぶことや人間、社会の在

り方について、分からないこ

とを謙虚に受け止めて、真理

や真実を探究し続ける意欲を

醸成する。生きることについ

ての意味を見出し、目標をも

つとともに、よりよく生きよ

うとする積極的な態度を育て

る。 

特別活動との関連 
・行事での活動から対話、協

働を通じて課題解決を図る資

質を育成する。 

・生徒会活動、学級活動を通

して、生徒の自主的な活動を

尊重し、協調、融和の精神を

育成する。 

 
生活指導との関連 
・落ち着いた生活態度の育成

と学習規律の定着を図ると共

に、集団生活に必要な規範意

識を育てる。 

・生徒理解を基本に、スクー

ルカウンセラー、心のふれあ

い相談員、支援員、区のＳＳ

Ｗｒを活用し、生徒一人一人

への相談活動を充実する。 

・特に配慮を必要とする生徒

の全校的な共通理解と特別支

援教育を巡回指導教員・心理

士・特別支援教室専門員と協

働して行う。 
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